






Translation and Annotation of“The Mathematical Classic of 
Zhang Qiujian （張丘建算経）” Vol. 2
OHKAWA Toshitaka　
Abstract
  “The Mathematical Classic of Zhang Qiujian” was written during the Southern and Northern 
Dynasties, which was listed as one of the Ten Computational Canons（算経十書） during the 
Tang dynasty. The aim of our research is to provide a complete translation and annotation of 
it from the viewpoint of our previous work on “The Nine Chapters on the Mathematical Art（九
章算術）.”
  This is the second article based on our research and results in which we studied the 
problems 16 to 32 of the first volume.
　『張丘建算経』は南北朝期に書かれた算術書であり、唐代に編纂された算経十書の一つ
である。我々は、我々の『九章算術』研究を起点に、『張丘建算経』の訳注を完成させる
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草曰、 置甲・乙所至七日・九日相乘、 得六十三。 又以甲疾行二十五里乘之、 得































れを実とする。甲がかかった ７日を乙がかかった ９日より引くと、余りは ２日で、こ
れを法とする。実を法で割ると、787 1―2 里が得られる。題意を満たす。
［一七］今有官出庫金五十九斤一兩、 賜王九人、 公十二人、 侯十五人、 子十八人、
男二十一人。 王得金各多公五兩、 公得金各多侯四兩、 侯得金各多子三兩、 子得金
各多男二兩。 問王・公・侯・子・男各得金幾何。
答曰、 王一斤六兩、 公一斤一兩、 侯十三兩、 子十兩、 男八兩。
術曰、 置王・公・侯・子・男數。 王位十四之、 公位九之、 侯位五之、 子位二之。 倂之
以減出金兩數。 餘、 以凡人數而一。 所得各以本差之數加之、 得王・公・侯・子・男各
所得金之數。 不加、 即男之得金。
草曰、 置王九人、 公十二人、 侯十五人、 子十八人。 以王位十四之、 得
一百二十六。 公位九之、得一百八。 侯位五之、得七十五。 子位二之、〔得三十六〕［一］。
倂之、 得三百四十五。 以減出金五十九斤一兩、 餘六百爲實。 倂五等人數、 得
七十五爲法。 除實得八兩。 乃加十四 〔得二十二〕［二］兩、爲王。 加九得十七兩、爲公。






































公は爵位の分 ９ と均等分 8で17両を、侯は爵位の分 ５と均等分 8で13両を、子
23
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訳：今官が庫の金59斤 １ 両を出して、王 ９人、公12人、侯15人、子18人、男21人に賜与す
ることが有った。各おのの王が得る金は公より ５両多く、各おのの公が得る金は侯よ
り ４両多く、各おのの侯が得る金は子より ３両多く、各おのの子が得る金は男より ２
両多くなるようにする。問う、王・公・侯・子・男は各おの金を如何ほど得るか。






　　　草にいう、王 ９ 人、公12人、侯15人、子18人を置く。王の位の ９ 人を14倍し、126
が得られる。公の位の12人を ９ 倍し、108が得られる。侯の位の15人を ５ 倍し、75が
得られる。子の位の18人を ２倍し、36が得られる。これらを併せて、345が得られる。






［一八］今有十等人、 大官甲等十人、 官賜金、 依等次差降之。 上三人先入、 得金四
斤、 持出。 下四人後入、 得金三斤、 持出。 中央三人未到者、 亦依等次更給。 問各
得金幾何。 及未到三人復應得金幾何。
答曰、 甲一斤七十八分斤之三十三。 乙一斤七十八分斤之二十六。 丙一斤七十八分
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斤之十九。 丁一斤七十八分斤之十二。 戊一斤七十八分斤之五。 （巳）<己>［一］七十八
分斤之七十六。 庚七十八分斤之六十九。 辛七十八分斤之六十二。 壬七十八分斤之
五十五。 癸七十八分斤之四十八。 未到三人共得三斤七十八分斤之十五。
術曰、 以先入人數分所持金數、 爲上率。 以後入人數分所持金數、 爲下率。 二率相
減、餘爲差實。 倂先後入人數而半之、以減凡人數、餘爲差法。 實如法而一、得差數。
倂一・二・三、 以差數乘之、 以減後入人所持金數、 餘、 以後入人數而一。 又置十人、
減一、 餘、 乘差數。 倂之、 即第一人所得金數。 以次毎減差數、 各得之矣。 幷中央
未到三人、 得應持金數。
草曰、 置先入人數於左上、 置得金數於右上。 又置後入人數於左下、 置後得金數於
右下。 以後入人數乘先得金數、 得十六。 以先入人數乘後得金數、 得九。 以九直減
十六得七、 爲差實。 又倂先後入人數七、 半之得三半。 以減十、 人數餘六半。 又以
先後人數率分母三與分母四相乘、 得十二。 以乘六半、 得七十八、 爲差法。 （七十八
是一斤也）。置後入所得金數三、 以乘差法得二百三十四。 又置一・二・三、 （得差）<倂
之得六>［二］。 以七因之、 得四十二。 直減二百三十四、 餘有一百九十二。 以後入四











































　　　　①上率＝ ４斤÷ ３人＝ 4―3 斤・・・これは甲と丙の中間乙の分（A＋8x）に等しい。








































































数 ７は、半分にすると、 ３半が得られる。これを10から引けば、 ６半となる。先後の
人数の率（ 4―3 と
3―4 ）の分母 ３ と分母 ４ を掛け合わせると、12が得られる。これを ６ 半
に掛けると、78が得られ、これを差法とする。（この78が １ 斤と等しい）。後に入った
者たちが得た金数 ３ を置き、これを差法の78に掛けると234が得られる。さらに、 １
と ２と ３を置いて、併せると ６が得られる。 ７をこれに掛けると、42が得られる。た




答曰、 一尺五寸。 淳風等謹按、 開方除之、 爲一尺四寸二十五分寸之二十一。
術曰、 置徑尺寸數、 以五乘之、 爲實。 以七爲法。 實如法而一。



























　　　　本題の具体的計算は、21寸× ５＝105寸、105÷ ７ ＝15寸。
　　　　「草曰」の計算法も「術曰」と全く同じである。
訳：今円材の直径 ２ 尺 １ 寸のものがあり、方材（角材）としたい。問う、方は如何ほどに
なるか。




　　　草にいう、２尺 １寸を置き、５をこれに掛け、105寸が得られる。 ７ でこれを割れば、
１尺 ５寸が得られる。題意を満たす。
［二〇］今有泥、 方一尺。 欲爲彈丸、 令徑一寸。 問得幾何。
答曰、 一千七百七十七枚九分枚之七。




除實、 得一千七百七十七<枚>九分<枚>［一］之七。 合前問。 臣淳風等謹按、 密率、 爲丸
一千九百九枚十一分枚之一。
依密率、 術曰、 令泥方寸再自乘、 以二十一乘之、 爲實。 以十一爲法。 實如法而一、
即得。 又依密率、草曰、置泥方十寸、再自乘、得一千寸。 以二十一乘之、得（二十一萬） 




















































訳：今一辺 １ 尺の立方体の泥がある。これではじき球を作り、その直径を １ 寸にしたい。
問う、はじき球はいかほど出来るか。
　　　答えにいう、1777 7―9 個。
　　　術にいう、泥の一辺の寸数を ３ 乗し、16をこれに掛けて実とする。 ９ を法とする。
実を法で割ると答えが得られる。
　　　草にいう、 １尺を置いて10寸とし、 ３乗して、1000が得られる。16をこれに掛ける









［二一］今有客不知其數。 兩人共盤、 少兩盤。 三人共盤、 長三盤。 問客及盤各幾何。
答曰、 客三十人、 十三盤。
術曰、 以二乘少盤、 三乘長盤、 倂之爲盤數。 倍之、 又以二乘少盤數增之、 得人數。
草曰、 置二人於右上、 少兩盤於右下。 置三人於左上、 置剩三盤於左下。 各以人乘

















　　　　 １盤に ２人だと、 ２盤不足する。即ち、 ２× ２＝ ４人分が不足する。
　　　　 １盤に ３人だと、 ３盤余る。即ち、 ３× ３＝ ９人分余る。
　　　　そこで、盈不足の公式、
　　　　 ３　 ２
　　　　 ９　 ４　　を置いて維乗すると、 ２× ９＝18　 ３ × ４ ＝12　となり、
　　　　18＋12＝30人で客数が出る。
　　　　「術」では、先に ４ ＋ ９ ＝13で、盤数を出し、それから、13盤× ２ 人＋ ２ × ２ ＝
30人と客数を出している。
　　（96）「草曰」の計算は、盤数を出すまでは、「術曰」に同じ。











　　　草にいう、 ２人を右上に、足りない ２盤を右下に置く。 ３人を左上に置き、余った
３盤を左下に置く。それぞれ人数を盤数に掛けると、右下では ４が得られ、左下では
９が得られ、これを併せて13盤数を得る。別に足りない盤の ２を置き、余った盤の ３
に掛けると、 ６が得られる。さらに足りない盤の ２と余った盤の ３を併せた ５を ６に
かけると30人が得られる。題意を満たす。
［二二］今有女善織、 日益功疾。 初日織五尺。 今一月日織九（疋）<匹>［一］三丈、 問
日益幾何。
答曰、 五寸二十九分寸之十五。
術曰、 置今織尺數、 以一月日而一。 所得、 倍之。 又倍初日尺數、 減之、 餘爲實。
以一月日數、 初一日減之、 餘爲法。 實如法得一。
草曰、 置九（疋）<匹>、 以（疋）<匹>法乘之、 内三丈、 得三百九十尺。 以一月三十日
除之、 毎日得一丈三尺。 倍之、 得二丈六尺。 又倍初日尺數、 得一丈。 減之、 餘一


























注：（97）「日に功を益して疾し」とは、x を １ 日の益す分だとすると、初日は ５ 尺、 ２ 日



































られる。 １ヶ月30日でこれを割ると、毎日の平均分 １丈 ３尺が得られる。これを倍に
すると、 ２丈 ６尺が得られる。また、初日の尺数を倍にし、 １丈が得られる。これを
２ 丈 ６ 尺から引くと、余りは １ 丈 ６ 尺、これを実とする。また、 １ ヶ月30日を置き、
ここから １ 日を引いて、29日が得られ、これを法とする。実を法で割れば、 ５ 15―29寸
が得られる。題意に合す。
［二三］今有女子不善織。 日減功遲。 初日織五尺、 末日織一尺。 今三十日織訖。 問
織幾何。
答曰、 二匹一丈。
術曰、 倂初・末日織尺數、 半之。 餘、 以乘織訖日數、 即得。






















　　　草にいう、初日の ５尺と終った日の １尺を置き、これを併せて ６を得る。これを半
分にして、 ３を得る。これに30日を掛ければ、90尺が得られる。題意を満たす。
［二四］今有絹一匹買紫草三十斤、 染絹二丈五尺。 今有絹七匹、 欲減買紫草、 還自
染餘絹。 問減絹・買紫草各幾何。
答曰、 減絹四匹一丈二尺十三分尺之四、 買草一百二十九斤三兩一十三分兩之九。
術曰、 置今有絹匹數、 以本絹一匹尺數乘之、 爲減絹實。 以紫草三十斤乘之、 爲買
紫草實。 以本絹尺數倂染尺爲法。 實如法得一。 其一術、 盈不足術爲之、 亦得。
草曰、 置絹七匹、 以匹法乘之、 得二百八十尺。 又以買草絹一匹四十尺乘之、 得
一萬一千二百尺、 爲減絹實。 以本絹尺數［倂染尺］［一］六十五尺爲法。 除實得
一百七十二尺、 法與餘皆倍之、 得一十三分尺之四。 又置二百八十尺、 以紫草
三十斤乘之、 得八千四百斤、 爲買草實。 亦以六十五尺爲法。 除之、 得一百二十九



























　　　　①もともとの絹 １ 匹（40尺）と染めるのに使った絹 ２ 丈 ５ 尺の合計は65尺。これ









　　　　②もともと絹 １匹（＝40尺）で紫草30斤を買い、それで絹 ２丈 ５尺（＝25尺）を染









































訳：今絹 １匹が有ると、これで紫草30斤が買え、これで ２丈 ５尺の絹を染めることができ
る。今絹が ７匹有り、この中から幾分かを引いて紫草を買い、帰って自分で余りの絹
を染めようとする。問う、引く絹の分とそれで買う紫草は各々どれほどか。














［二五］今有生絲一斤、 練之折五兩。 練絲一斤、 染之出三兩。 今有生絲五十六斤八
兩七分兩之四。 問染得幾何。
答曰、 四十六斤二兩四百四十八分兩之二百二十三。
術曰、 置一斤兩數、 以折兩數減之。 餘、 乘今有絲斤兩之數。 又以出兩數倂一斤兩
數乘之、 爲實。 一斤兩數自乘、 爲法。 實如法得一兩數。
草曰、五十六斤、以兩法十六乘之、内子八兩、得九百四兩。 又以分母七乘之、内子四、
得六千三百三十二兩爲實。 又以練率十一・染率十九相乘、 得二百九。 以乘其實、
得一百三十二萬三千三百八十八爲積。 以十六（相）<自>乘［一］、 得二百五十六。 又
以分母七乘之、 得一千七百九十二爲法。 除積、 得七百三十八兩、 餘與法皆再折、
得［四百］ ［二］四十八分兩之二百二十三。 若求練絲、 折法、 置積兩、 以十（六） <一>
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19　となる。今、生糸が56斤 8 4―7 両＝904
































訳：今生糸 １斤があり、これを練ると重量が ５両減る。練糸 １斤は、染めると重量が ３両















［二六］今有鐵十斤、 一經入爐得七斤。 今有鐵三經入爐、 得七十九斤一十一兩。 問
未入爐本鐵幾何。
答曰、 二百三十二斤五兩四銖三百四十三分銖之二百八十四。
術曰、 置鐵三經入爐得斤兩數、 以十斤再自乘、 乃乘上爲實。 以七斤再自乘爲法。
實如法而得一。
草曰、 置三經入爐得七十九斤、 以十六乘之、 内一十一兩、 得一千二百七十五兩。
以十斤再自乘、得一千。以乘之、得一百二十七萬五千爲實。以七斤再自乘（七兩）［一］、
得三百四十三爲法。 以除實、 得三千七百一十七兩、 餘六十九。 以二十四乘之、 得
一千六百五十六。 又以法除之、 得四銖三百四十三分銖之二百八十四。 又以十六除






















































術曰、 置絲一斤兩數、 以一匹尺數乘之、 以絲一斤八兩數而一。 所得、 以減得絹尺
數、 餘以一千錢乘之、 爲實。 以五十錢爲法。 實如法得一。
草曰、置絲一十六兩、以四十尺乘之、得六百四十。 以一斤八兩通爲二十四兩、爲法。
除之、 得二丈六尺六寸（太） <大> ［一］半寸、 爲絲所得之絹。 以減三丈、 餘三尺三寸
少半寸、 爲錢之所直。 以三尺三寸、 三因之、 内子一、 得十尺。 以乘一千錢、 得一
萬尺。 又以（禆）<裨>［二］錢五十、 以三因之、 得一百五十爲法。 除實、 得六丈六尺






























　　　　糸 １ 斤 8 両（＝24両）で絹 １ 匹（＝40尺）なのだから、糸 １ 斤（＝16両）で得られ
る絹の長さを x とすると、x＝40尺×16両÷24＝ 80―3 尺　となる。この絹の長さを得
た絹の長さ ３ 丈（＝30尺）から引くと、増えた絹は30－80―3 ＝
10―3 尺。これが50銭にあ
たるので、1000銭にあたる絹は、 y ＝10―3 尺×1000÷50＝
200―3 ＝66











訳：今糸 １ 斤 8 両があり絹 １ 匹に当たる。今糸 １ 斤を持ち、50銭を増し、絹 ３ 丈を得た。
今銭1000がある、問う、絹はどれほど得られるか。
　　　答えにいう、 １匹 ２丈 ６尺 2―3 寸。
　　　術にいう、 １斤の両数を置き、 １匹の尺数を以てこれに掛け、糸 １斤 8両の両数で
割る。得られた数値80―3 尺を得られた絹 ３ 丈の尺数120尺より引き、残り
10―3 尺に1000銭
を掛けて実とする。50銭を法とする。実を法で割ると答えが得られる。
　　　草にいう、糸16両を置いて、40尺をこれに掛けると、640が得られる。 １ 斤 8 両を
両に換算して24両とし、法とする。640を24で割ると、（80―3 尺、すなわち）２ 丈 ６ 尺
６ 2―3 寸が得られ、糸 １ 斤で得られる絹の重量となる。これを ３ 丈から引くと、残りは




2―3 尺、すなわち）６丈 ６尺 ６
2―3 寸が得られる。題意を満たす。





術曰、 以過限日息尺數減取絹匹尺數、 餘爲法。 以償錢乘一匹尺數、 爲實。 實如法
而一。
草曰、 置七日。 三匹絹、 日息三尺、 共九尺。 以乘七日、 得六十三尺。 以減八十尺、
餘一十七尺、 爲法。 又置償錢三百、 以四十尺乘之、 得一萬二千錢。 以一十七爲法




















　　　　期限を過ぎた絹 １匹の利息は日に ３ 尺なので、 ３匹 ７日の利息は ３× ３× ７＝63
尺。二匹（＝80尺）を取ったので、取りすぎた分は80－63＝17尺。この17尺分を銭





訳：今甲が乙に絹 ３匹を貸したが、約束の期限に至っても還さなかった。 １匹の １日の利











［二九］今有金方七、銀方九、秤之 相當。 交易其一、金輕七兩。 問金・銀各重幾何。
答曰、 金方重十五兩十八銖、 銀方重十二兩六銖。
術曰、 金・銀方數相乘、 各以半輕數乘之、 爲實。 以超方數乘金・銀方數、 各自爲法。
實如法而一。
草曰、 置金方七・銀方九、 相乘得六十三。 以半輕數三兩半乘、 得二百二十兩半。
又以金銀超方數二、 以乘金方數、 得一十四、 爲法。 除實、 得一十五兩。 餘不盡者
以二十四乘之、 得二百五十二銖、 再以前法除之、 得一十八銖。 若求銀方、 又置前
二百二十兩半。 以銀方九、 （二因）<因二>［一］、 得一十八、 爲法。 除之、 得一十二兩。























　　（135）金 ７ 枚の総重量と銀 ９ 枚の総重量は等しく、これは図のように、金 １ 枚の重量

















































術曰、 置器容九斗、 以米數減之。 餘、 以五之、 二而一、 得滿粟斗數。
草曰、 置九斗、 以米五斗八升減之、 得三斗二升。 以粟數五因之、 得一石六斗。 以













と呼んでいる）に注目して行う。 ９ 斗の中にいくらかの糲米があり、粟を足して ９
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斗になったのだから、 ９ 斗から減ったのがもみ殻の分は ９ 斗－ ５ 斗 8 升＝ ３ 斗 ２
升である。これから、もみ殻付きの粟の容積を求めるには、「粟：もみ殻＝ ５： ２」
なのだから、粟＝もみ殻× ５÷ ２　となる。よって、 ３斗 ２升× ５÷ ２＝ 8斗　と
なる。
　　（137）「糠率」とは、粟を搗いて出るもみ殻（糠）の率。粟：糲米＝ ５：３なのだから、




　　　術にいう、器にいれた ９斗を置き、糲米の数量をこれから引く。余りは ５ を掛けて
２で割ると、満たした粟の数量が得られる。
　　　草にいう、 ９斗を置き、糲米 ５斗 8升をこれから引くと、 ３斗 ２升が得られる。粟
の数 ５ をこれに掛けると、 １石 ６斗が得られる。糠率 ２斗でこれを割ると、 8斗が得
られ、（満たした）粟の数量となる。題意を満たす。
［三一］今有七百人造浮橋、 九日成。 今增五百人。 問日幾何。
答曰、 五日四分日之一。
術曰、 置本人數、 以日數乘之、 爲實。 以本人數・今增人數倂之、 爲法。 實如法而一。
草曰、 置七百人、 以九（百）<日>［一］因之、 得六千三百。 又以增五百人加七百人、

















　　　700× ９ ÷（700＋500）＝ ５ 1―4 日。（「草曰」も同じ）。
訳：今700人がいて浮橋を造ったが、 ９日で完成した。今500人を増した。問う、何日かか
るか。






［三二］今有與人錢、 初一人與三錢、 次一人與四錢、 次一人與五錢。 以次與之、 轉
多一錢。 與訖、 還歛聚、 與均分之、 人得一百錢。 問人幾何。
答曰、 一百九十五人。
術曰、 置人得錢數、 以減初人錢數、 餘、 倍之。 以轉多錢數加之、 得人數。
























　　　　下図から、二人目以降、公差が １であるので、人数は、平均銭数100の ２ 倍から ３×
２を引いた数に最初の １人を加えたものになる。式にすると、
　　　人数=（人得銭数－初人銭数）× ２ + １
　　　となり、よって、人数＝（100銭－ ３銭）× ２＋ １＝195人　となる。
　　（143）「文」は銭に同じ。注（132）参照。
訳：今人に銭を与えることがあり、最初の １人には ３銭を与え、次の １人には ４銭を与え、
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